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1 はじめに
インターネット上の電子商取引の一つの形態として，

オンラインオークションが爆発的に普及している．消

費者にとって，複数のオンラインオークションの中か

ら，自分の望む財を低価格で落札できることが望まし

い．しかし，多数のオークションを同時に人手で対処

することは困難である．本稿では，オンラインオーク

ション参加支援システム BiddingBot[2] におけるマル
チエージェントの協調的入札戦略を提案する．エージェ

ントとは自律的かつ協調的にネットワーク上でユーザ

の代理として行動するソフトウェアである．エージェ

ントによって，インターネット上の電子商取引を支援

するシステムの研究は多数存在する [1]が，複数のオン
ラインオークションに対して，同時に参加，監視，お

よび入札を支援するシステムは，まだ存在しない．
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図 1: BiddingBotのシステム構成

は，ビッダーエージェント間の交渉の仲介，ユーザから

の要求のビッダーエージェントへの送信，および，ビッ

ダーエージェントから送信された情報のユーザへの提

示を行う．
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ビッダーエージェントは互いに協調しながら，オー

クションサイトに対して財に関する情報検索，監視，お

よび入札を行う．各オークションサイトは，情報の提示

方法，オークションプロトコル，入札方法，入札のキャ

ンセルの可否，入札の締切時間の決定方法など各々独

自の方法で運営されている．本システムでは，情報の

提示方法に関して，ビッダーエージェントは各々のオー

クションサイトに特化されており，柔軟なWrapperと
して振舞う機能を持つ．

BiddingBotの入札支援プロセスは，(1)希望する財
に関する情報の入力，(2)価格相場に関する情報収集，
(3)財に対する評価値の決定，(4)エージェントによる
協調的入札支援，および (5)財の落札，の 5つのステッ
プからなる．本稿では，(4)協調的入札支援に焦点を置
いて論じる．(2)の価格相場に関する情報収集を行う
ことによって，勝者の災いと呼ばれる現象（楽観的な

推定値で本来の価格よりも高い入札額で落札してしま

うこと）を防ぐことができる．

BiddingBotの特長は，以下の (a)，(b)，および (c)
である．(a)複数のエージェントによる協調プロトコル
を用いることによって，多数のオークションサイトで

協調的な入札を行うことができる．(b)インターネット
から価格に関する情報を収集することにより勝者の災

いを回避するための情報を得ることができる．(c)新た
なサイトに対応する時に，エージェントを増やすとい

う方法で，インクリメンタルに対応することができる．

3 エージェント間の協調的入札戦略
以下に複数オークションに対する協調的入札のため

のエージェント間の協調プロトコルを提案する．

(ステップ 1)ビッダーエージェント aiが入札案を生

成する．入札案の生成は以下の通りに行われる．

(価格増加率に基づく入札案の生成) あるオークショ
ンにおいて，時間 ti+1と時間 tiにおける財に対する入

札額をそれぞれ pti+1 および ptiとする．ここで，単位

時間価格増加率を
pti+1−pti

ti+1−ti
とする．ある閾値を αと

して単位時間価格増加率が α以下になった時，すなわ

ち
pti+1−pti

ti+1−ti
≤ αが成り立つ時，ビッダーエージェン

トは入札を生成する．



(ステップ 2) aiは，現在，あるオークションサイトで

最高額を入札しているビッダーエージェント（abidding

とする）を探すために，メッセージ proposeをリーダ

エージェント aleaderに送信．

(ステップ 3)aleaderが新しい入札を行うことが可能か

否かを調べる．もし，abiddingが存在しない時，すぐに

入札を許可する．もし，abiddingが存在する時，abidding

が割り当てられているオークションサイトで，入札の

キャンセルが可能ならば，abiddingの IDを aiに返す．

そして，ステップ 4へ．入札のキャンセルが不可能なら
ば，aiには入札を不許可とし，Reject(new bid) メッ
セージを送信．ステップ 6へ．

(ステップ 4)ai は，abidding に，入札 new bidを提

案するために，メッセージ Propose(new bid)を送信
する．

(ステップ 5)abidding が Propose(new bid) を受
信．受信した入札 new bid，および現在の自分の入

札 now bid の期待効用を比較する．new bid の方が

期待効用が高いなら，Accept(new bid) を ai に送信

し，自分の入札をキャンセルする．そうでないなら，

Reject(new bid)メッセージを aiに送信．

入札案の期待効用は，EU(bid) = (ce − cbid) × pbid

で求められる．ceは財に対する評価値を表し，ユーザ

が決定する．cbidは入札案 bidで支払う入札額を表す．

pbidは入札案 bidで財を落札できる確率を表す．pbidは

厳密に定義することは困難なので，本稿では楽観主義

型関数 (凸関数)とコスト回避型関数 (凹関数)として
定義する．これらの 2つの関数は，時間が経過すれば
するほど，落札できる確率が高くなる．キャンセルが

可能なオークションサイトでは，楽観主義関数を用い

て pbid を計算する．キャンセルが不可能なサイトでは，

コスト回避型関数を与える．

(ステップ 6)ai は，abidder から の返信メッセージ

を受信．返信メッセージが Accept(new bid)であれば，
ユーザに許可を得た上で入札 new bidを実行する．そ

して，自分が入札していること，および，自分のオー

クションサイトのキャンセルの可否を aleader に伝え

る．返信メッセージが Reject(new bid)であれば，入
札 new bidは破棄する．

4 実験
本節では，協調的入札機構の振舞いを示すために実験

結果を示す．本実験では，3つのサイト (site1，site2，お
よび site3)でオークションが行われており，ランダムに
価格が上昇していくという状況を仮定した．BiddingBot
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図 2: 協調的入札機構に関する実験

は，この 3サイトに対して入札を行う．3 つのサイト
は同時にオークションを開始する．実験結果を図 2に
示す．縦軸は価格を示す．横軸は経過した単位時間を

示す．site1，site2，および site3で示される折れ線は，
各サイトにおける入札価格の変動を表す．allで示され
る折れ線は，BiddingBotが行った入札価格を示す．図
2より，BiddingBotが，すべてのサイトの中で最も低
い入札額よりも，やや高い値段で入札している．すな

わち，本協調的入札戦略によって BiddingBotが，複数
のオークションサイトの中の，入札価格が最も低いサ

イトに，適切に入札できている．

5 おわりに
本稿では，マルチエージェントに基づく入札支援シ

ステムBiddingBotにおけるエージェント間の協調的入
札戦略を提案した．本協調的入札戦略は，オークション

サイトにおける入札の価格増加率に基づいている．最

後に実験により本協調的入札戦略の有用性を示した．
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